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1

株主の皆様へ

代表取締役 社長執行役員　齊藤　浩　

ご挨拶

　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、このたび当社第63期決算（2020年4月1日から2021年3月31日まで）
を終了いたしましたので、ご報告を申しあげます。
　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援ご鞭撻を賜りますよう
お願い申しあげます。

 2021年6月　

当連結会計年度における世界経済は、新型コロナウイルスの世界的な流行の影響を受け、経済活動の停滞や個人消
費の低迷が続く等厳しい状況にあるものの、徐々に持ち直しの傾向にあります。しかしながら、本格的な回復には
至っておらず依然として先行き不透明な状況が続いております。
当社グループが属する自動車業界においては、タイでは、年度後半以降の国内需要は回復傾向にあるものの、新型
コロナウイルスの影響で主要メーカーが工場を一時操業停止したこと等の要因により販売台数は減少しております。
中国では、乗用車における国内各地の消費促進策やインフラ投資などの政策を受け、商用車、新エネルギー車を中心
に自動車需要は回復傾向にあるものの、年間を通じた販売台数は減少しております。日本では、緊急事態宣言の発令
による外出自粛や、先行き不安による買い控えの影響等により登録車及び軽自動車ともに販売台数は減少しております。
このような状況のもと、当社グループは、中長期5か年計画の3年目として、競争力基盤の確立及び財務体質の向上
に努めてまいりました。
以上の結果、当連結会計年度の売上高は44,821百万円（前年同期比7.7％減）、営業利益は4,464百万円（前年同期
比2.8％増）、経常利益は4,247百万円（前年同期比11.6％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は2,511百万円（前
年同期比3.4％増）となりました。
当社グループでは、競争力基盤の確立としてボディ部品事業（車体骨格部品事業）を「主力事業」、電動化部品事業
及び金型事業を「戦略事業（次の10年に飛躍するための成長ドライバー）」に位置づけ、経営資源を集中し、規模に見
合った効率経営と競争力強化を目指し、売上高営業利益率をKPI（重要業績評価指標）としております。売上高営業利
益率については、当連結会計年度では10.0％となり、中長期5か年計画最終年度となります2023年3月期目標値9.0％
以上の達成に向けて順調に推進しております。

連結業績の概況
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連結決算ハイライト

経常利益 総資産・純資産 

1株当たり親会社株主に帰属する当期純利益 

売上高 親会社株主に帰属する当期純利益 

営業利益 

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

44,821 19,281

48,58223,390

50,16823,985

44,821百万円　●　前年同期比  

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

2,511 990

2,429950

2,3001,179

2,511百万円　●　前年同期比  

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

4,247 1,565

3,8041,526

3,6171,916

4,247百万円　●　前年同期比  

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 総資産 　  ■ 純資産  （単位：百万円）

44,72917,621

47,41214,744

48,60513,261

44,729百万円・17,621百万円

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：百万円）

4,464 1,731

4,3421,832

4,3692,309

4,464百万円　●　前年同期比  

2019年
3月期

2020年
3月期

2021年
3月期

■ 第2四半期 　  ■ 通期  （単位：円）

212.9683.60

204.9080.19

198.91104.65

212.96円　●　前年同期比  
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トピックス

　東京証券取引所 市場第二部　上場Topics
1

　日本丸順　新基幹システムの稼働開始Topics
2

　日本丸順　新型VEZEL部品量産開始Topics
3

日本丸順は、中長期事業戦略の1つである「全ての業務の管理手法（見える化）再構築とシステム化」の一環として、シ
ステムメーカーの協力のもと基幹システムを開発し、2021年5月より順次稼働を開始いたしました。
当「基幹システム」は、生産現場の生産見える化システムや自動倉庫管理システムと連携することで、生産計画及び生
産実績の自動生成、リアルタイム在庫管理、個別部品原価管理の機能を有しております。各情報をリアルタイムで見える
化することで、潜在的なロスや弱点領域に対して、より重点指向でスピードある改善を支援できます。今後、基幹システ
ム運用効果を最大化することで、固定費の削減と生産体質の向上を図ってまいります。

日本丸順は、本田技研工業株式会社（以下、ホンダ）及び資本業務提携先である東
プレ株式会社（以下、東プレ）から受注しました、「新型	VEZEL（2021年4月発売）」の
部品の量産を開始いたしました。
この「新型	VEZEL」は、「世界に、あたらしい気分を。」をキャッチコピーとして、先代

から大きく変化したスタイリングや、e：HEV（2モーターハイブリッドシステム）採用に
より大きく進化したパワートレーンによって、新しいSUVの姿を創造させるモデルです。
当社の得意とする超ハイテンプレス加工及び電動化部品加工の技術を活かし、ボ
ディ骨格部品ではパノラマルーフ廻りのフレーム部品及びバンパービーム部品を、電動
化部品ではIPU（インテリジェントパワーユニット）廻りの部品を受注し、「新型	VEZEL」
の車造りに貢献しております。
今後も更に高まる自動車の電動化ニーズに向けて、軽量化や高難易度成形や高精度
化の技術を鍛え上げ、更なる部品及び金型の受注拡大に努めてまいります。

当社は、2021年3月12日に、東京証券取引所	市場第二部へ新規上場をいたしまし
た。株主の皆様、お取引会社の皆様をはじめとする多くのステークホルダーの皆様の
ご支援の賜物であると心より感謝申し上げます。
当社は、1952年の創業以来、金型技術や超ハイテンプレス加工の技術を磨くことで
お客様に貢献してまいりました。この度の東証上場に伴う企業認知度及び信用力向上
により、営業活動の強化、資金調達の多様化、ガバナンス体制の強化を推進し、更な
る収益力と企業体質の向上に努めてまいります。
引き続き、株主の皆様の一層のご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

本田技研工業株式会社「VEZEL」

「VEZEL」当社受注部品群
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　CATL　量産部品受注Topics
4
広州丸順社は、車載用電池市場において世界トップシェアを誇る寧徳時代新能源科技股份有限公司（以下、CATL）と、
2020年に試作受注から取引を開始し、この度、2021年量産開始となる電気自動車のバッテリーカバーの部品を受注い
たしました。
当該部品は電気自動車のバッテリー部分を覆う大物部品であり、開発営業・金型・品質・生産の各部門が一体となっ
て、これまでの受注実績による経験及び長年培った金型技術を結集し、受
注につなげることができました。
この度の受注により、当社グループは業界トップシェアのCATL及びパナソ
ニック株式会社の関係会社であるプライムプラネットエナジー＆ソリューショ
ンズ等グローバルに量産部品を受注することとなり、今後更に加速する電
動化需要において、日中における売上拡大の足掛かりを築きました。
当社グループは電動化部品事業について、次の10年に飛躍するための戦
略事業として位置づけており、大容量バッテリーユニット部品を戦略的重要
部品として、引き続き継続受注していけるよう対応してまいります。

日本丸順は、中長期経営計画に掲げる「金型の内製能力拡大」に向けて、2018年7
月に続き2020年12月に新たに大型NC加工機を新規導入いたしました。
同設備は金型の形状加工はもとより、加工全般において対応できる仕様となってお
り、これまで以上に、製造工程における自動化領域の拡大が可能となりました。この
度の設備導入により、設備稼働率が向上し金型の内製能力拡大及び原価低減に貢献し
ております。
当社は金型事業についても、戦略事業として位置づけており、今後の事業拡大に向
け、更なる収益力の向上に努めてまいります。

　NC加工機の導入Topics
5

類似部品イメージ

大型NC加工機起動式にて

2020年12月導入大型NC加工機
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連結財務諸表

連結貸借対照表（要旨） 

資産の部

負債・純資産の部

47,412
44,729

流動資産
23,447

有形固定資産
19,850

無形固定資産
216

固定資産
21,711

無形固定資産
261

固定資産
21,282

2020年3月31日 2021年3月31日

 （単位：百万円）

有形固定資産
20,491

投資その他の資産
1,002

投資その他の資産
1,170

流動資産
25,701

47,412
44,729

流動負債
18,713

固定負債
8,394

負債
32,667

負債
27,107

2020年3月31日 2021年3月31日

 （単位：百万円）

固定負債
1,457

純資産
14,744

純資産
17,621

流動負債
31,210

（単位：百万円）

《資産の部》内訳 2020年３月31日 2021年3月31日

流
動
資
産

現金及び預金 9,859 9,352
受取手形及び売掛金 11,542 10,215
有価証券 200 −
商品及び製品 396 337
仕掛品 2,333 2,044
原材料及び貯蔵品 707 796
その他 660 700

固
定
資
産

有
形
固
定
資
産

建物及び構築物 4,990 4,628
機械装置及び運搬具 6,924 7,091
工具、器具及び備品 5,366 4,935
土地 639 619
リース資産 529 34
建設仮勘定 2,041 2,541

無形固定資産 216 261

投
資

そ
の
他
の
資
産

投資有価証券 250 286
退職給付に係る資産 132 249
繰延税金資産 233 264
その他 393 381
貸倒引当金 △7 △10

（単位：百万円）

《負債・純資産の部》内訳 2020年３月31日 2021年3月31日

負
債
の
部

流
動
負
債

支払手形及び買掛金 5,764 6,342
短期借入金 11,520 6,970
1年内返済予定の長期借入金 9,906 1,011
リース債務 145 19
未払金 2,013 1,752
未払法人税等 288 371
賞与引当金 169 186
役員賞与引当金 11 11
その他 1,390 2,046

固
定
負
債

社債 − 1,500
長期借入金 − 5,451
リース債務 28 14
退職給付に係る負債 1,193 1,181
役員株式給付引当金 − 8
資産除去債務 232 235
その他 3 2

純
資
産
の
部

株
主
資
本

資本金 1,950 1,950
資本剰余金 1,967 1,952
利益剰余金 6,932 9,349
自己株式 △0 △75

そ
の
他
の
包
括

利
益
累
計
額

その他有価証券評価差額金 13 48
為替換算調整勘定 1,182 1,303
退職給付に係る調整累計額 △87 60

非支配株主持分 2,784 3,033
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連結損益計算書（要旨）
                              2020年4月1日～2021年3月31日

 （単位：百万円）
売上原価
37,334

販売費
及び
一般管理費
3,021

営業外
収益
314

特別利益
8 法人

税等
954

当期
純利益
2,891

親会社株主に
帰属する
当期純利益
2,511

非支配
株主に
帰属する
当期
純利益
380

特別損失
409

税金等
調整前

当期純利益
3,846

営業外
費用
531

売上高
44,821

営業利益
4,464

経常利益
4,247

連結キャッシュ･フロー計算書（要旨）
                              2020年4月1日～2021年3月31日

 （単位：百万円）

現金及び
現金同等物
の期首残高

営業活動
による
キャッシュ・
フロー

投資活動
による
キャッシュ・
フロー

財務活動
による
キャッシュ・
フロー

現金及び
現金同等物
に係る
換算差額

現金及び
現金同等物
の期末残高

9,859 9,352

8,742 △2,516

△6,756

23

資産総額の減少要因は、現金及び預金が507百万円減
少、受取手形及び売掛金が1,327百万円減少、有価証券が
200百万円減少、工具、器具及び備品並びにリース資産等
の有形固定資産が641百万円減少したこと等であります。
負債総額の減少要因は、短期借入金が4,549百万円減少、
1年内返済予定の長期借入金が8,894百万円減少、社債が
1,500百万円増加、長期借入金が5,451百万円増加したこ
と等であります。純資産の増加要因は、利益剰余金が
2,416百万円増加、非支配株主持分が248百万円増加した
こと等であります。

連結貸借対照表について

売上高は、中国（広州・武漢）においては新型コロナウ
イルス影響以降の客先の生産回復により増収となったもの
の、タイにおける客先の減産影響が大きく減収となりまし
た。営業利益及び経常利益については、新型コロナウイル
スによる減産影響を最⼩限に留めるため、各拠点における
体質強化策の実施及び金融関連費用の減少に加え、中国
において新型コロナウイルス影響による生産停止に伴う費
用を特別損失に振り替えたこと等により、増益となりまし
た。親会社株主に帰属する当期純利益は、繰延税金資産
の回収可能性見直しに伴い法人税が減少したこと等により
増益となり、各利益段階で過去最高益となりました。

連結損益計算書について

現金及び現金同等物の期末残高は9,352百万円となり、
前連結会計年度末に比べ507百万円減少いたしました。営
業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前当期純
利益3,846百万円、減価償却費3,713百万円、売上債権の
減少額1,475百万円等によるものです。投資活動によるキ
ャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出
2,635百万円等によるものです。財務活動によるキャッ	
シュ・フローは、短期借入金4,333百万円の減少、長期借
入金3,379百万円の減少のほか、社債の発行による収入
1,500百万円等によるものです。

連結キャッシュ・フロー計算書について
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セグメント別概況

【
タ
イ
・
マ
ル
ジ
ュ
ン
社
】

タ
　
イ

　タイにおいては、新型コロナウイルスの影響により
主要客先において自動車部品の生産停止及び減少と
なり、売上高は減少しました。また、要員削減を中
心とした労務費及び経費等の固定費削減に取り組ん
だものの、生産停止及び減少に伴う減収の影響が大
きく、利益は減少しました。
　以上の結果、売上高は5,647百万円（前年同期比
36.3％減）、経常損失は308百万円（前年同期は147
百万円の経常利益）となりました。
　タイについては、タイ及び輸出先である周辺国を含
め成熟市場と認識しております。低成長下において安
定的な収益を確保するため、労務費や購入費等の原
価低減を中心とした構造改革の取り組みを開始いた
しました。

減収減益

【
株
式
会
社
丸
順
】

丸
　
順

　丸順においては、新型コロナウイルスの影響によ
る主要客先の一部生産停止及び減少により売上高は
減少しましたが、製品の積載効率見直し等の輸送コ
スト削減に加え、新型コロナウイルスの影響による
輸入停止に伴う代替生産部品が増加したこと等によ
り利益は増加しました。
　以上の結果、売上高は15,845百万円（前年同期比
6.5％減）、経常利益は1,997百万円（前年同期比5.2
％増）となりました。
　丸順については、資本業務提携先である東プレ株
式会社とのシナジーにより、受注先の拡大を推進す
るとともに、ハイテン加工技術等の中核技術を進化
させる等、中長期5か年計画を強力に推進し、グル
ープ全体の競争力基盤の確立及び財務体質の向上に
努めております。

減収増益

セグメント別　売上高構成比率

■売上高（百万円） ■経常利益（百万円）

2019年3月期
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【
武
漢
丸
順
汽
車
配
件
有
限
公
司
】

武
　
漢

　武漢においては、新型コロナウイルスの影響によ
り2月から3月にかけて生産停止及び減少となったも
のの、その後の自動車市場回復に伴う主要客先の生
産増加等の影響により、売上高は増加しました。ま
た、購入費及び労務費等の継続的な製造原価低減
の取り組みのほか、量産車種終了に伴う金型投資費
用の未回収分の回収及び生産停止に伴う費用の特別
損失への振り替え等により、利益は増加しました。
　以上の結果、売上高は10,865百万円（前年同期
比3.5％増）、経常利益は1,799百万円（前年同期比
50.5％増）となりました。
　武漢については、グループの中で最も成長著しい
市場環境にあり、順調な売上伸長となっております。
また、生産の効率化や原価低減活動による量産機能
の強化に積極的に取り組み、売上伸長に伴った利益
率を確保しております。

増収増益

【
広
州
丸
順
汽
車
配
件
有
限
公
司
】

広
　
州

　広州においては、新型コロナウイルスの影響により
2月から3月にかけて生産停止及び減少となったもの
の、その後の自動車市場回復に伴う主要客先の生産
増加等の影響により、売上高は現地通貨ベースでは増
加したものの、円高による為替の変動により邦貨ベー
スでは前年同期とほぼ同水準となりました。また、生
産設備の集約化及び自動化の推進に伴う労務費等の
固定費削減の取り組みに加え、生産停止に伴う費用の
特別損失への振り替え等により、利益は増加しました。
　以上の結果、売上高は15,808百万円（前年同期
比1.0％減）、経常利益は1,347百万円（前年同期比
28.1％増）となりました。
　広州については、伸び行く中国拠点のマザー機能
を有し、電動化部品等の新規受注拡大にも積極的
に取り組み、売上や利益等の業績面だけではなく、
事業活動においても当社グループを支える中核拠点
となっております。

減収増益

セグメント別　売上高構成比率

■売上高（百万円） ■経常利益（百万円）
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会社の概要

事業拠点 （2021年6月25日現在）

本社・上石津工場　　　　
岐阜県大垣市上石津町乙坂130-1
浅西工場　　　 　　
岐阜県大垣市浅西3-22-22
養老工場　     　　
岐阜県大垣市上石津町牧田2947-1
鈴鹿工場　　　 　　
三重県鈴鹿市国府町7755	 	
（株式会社　日本陸送内）
栃木開発センター　
栃木県宇都宮市ゆいの杜1-5-40	
とちぎ産業交流センタービル202号室

広州丸順汽車配件有限公司（子会社）
中華人民共和国広東省広州市
広州経済技術開発区永和経済区
永盛路8号

武漢丸順汽車配件有限公司（子会社）
中華人民共和国湖北省武漢市
東湖新技術開発区光谷一路223号

タイ・マルジュン社（子会社）
NONG	KHAE	INDUSTRY	ESTATE	BAN	
NONGSAMAK	62	MOO-6,	KOKYAE,	NONG
KHAE,	SARABURI	18230,	THAILAND

ベステックス・ＭＭ・インディア社（出資会社）
SPL-2B,TAPUKARA	INDUSTRIAL	AREA,	KHUSHKHERA,
DISTT.	ALWAR,	RAJASTHAN-301707,	INDIA

1. 取締役・監査役

代 表 取 締 役 齊藤　　浩

取 締 役 青山　秀美

取 締 役 猪熊　篤俊

取 締 役 山﨑　英次

取 締 役 露木　好則

取 締 役 竹内　治彦

取 締 役 柳澤　民紀

取 締 役 大倉　睦美

常 勤 監 査 役 堀田　政道

監 査 役 馬淵　　仁

監 査 役 水谷　博之

2. 執行役員

社長執行役員 齊藤　　浩

常務執行役員 青山　秀美

常務執行役員 猪熊　篤俊

上席執行役員 松井　恒夫

上席執行役員 棚橋　哲郎

上席執行役員 山﨑　英次

執 行 役 員 森　　和行

執 行 役 員 ⼩見山　肇

執 行 役 員 山口　忠美

（注）	1.	取締役	竹内治彦氏、取締役	柳澤民紀氏、取締役	大倉睦美氏は、社外取締役であります。
	 2.	監査役	馬淵　仁氏、監査役	水谷博之氏は、社外監査役であります。

会社概況 （2021年3月31日現在） 役員 （2021年6月25日現在）

商号
株式会社　丸順	 	 	 	
（英文社名：MARUJUN	CO.,	LTD.）

創業
1952年7月

設立
1960年1月

資本金
1,950百万円

事業内容
自動車用車体プレス部品の製造
自動車用精密プレス部品の製造
各種金型の設計・製作
治具・検査具の設計・製作

従業員数
318名（連結2,075名）

電話番号（代表）
0584-46-3191
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　当社は、株主の皆様に対する利益還元を経営の重要政策の
一つであると考えており、配当性向、株主資本配当率、内部
留保及び今後の業績動向等を総合的に勘案し、長期的視点に
立った成果配分を行うことを基本方針としております。
　上記方針に基づき、当期における年間配当金は、1株につき
10円（中間配当は4円、期末配当は普通配当4円、東京証券
取引所市場第二部への上場に伴う記念配当2円）を実施させて
いただきます。

12

10

0

8

6

4

2

■ 中間 ■ 期末

中間・期末
ともに0円

中間・期末
ともに0円

中間・期末
ともに0円

2021年
3月期

2020年
3月期

2016年
3月期

2017年
3月期

2018年
3月期

2019年
3月期

10円

6円

4円

8円

4円

4円

3円

3円

株式の状況 （2021年3月31日現在） 配当金の推移

株主名 持株数 (株) 持株比率 (％)

東プレ株式会社 2,370,700 19.99
今川喜章 1,022,770 8.63
本田技研工業株式会社 988,950 8.34
太平洋工業株式会社 463,950 3.91
名古屋中⼩企業投資育成株式会社 371,000 3.13
今村金属株式会社 343,400 2.90
株式会社三菱UFJ銀行 325,000 2.74
丸順取引先持株会 308,200 2.60
株式会社大垣共立銀行 300,000 2.53
有限会社イマガワ 300,000 2.53

（注）	当社は、自己株式289株を保有しております。また、持株比率は自己株式を控除し
て計算しております。

大株主の状況 （2021年3月31日現在）

発行可能株式総数 39,000,000株

発行済株式の総数 11,857,200株
（自己株式289株含む）

株主数 1,830名

　

個人・その他外国人　
0.81% 41.58%

証券会社　

発行済
株式の総数
11,857,200株

1.54%
自己名義株式

0.00%

その他
国内法人　
45.94%

金融機関
10.13%

株式数構成比 （2021年3月31日現在）

株価チャート

10月
2020年 2021年

11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

1,200
（円）

（株）

600

300

900

0

出来高 

株価（月足） 

600,000

300,000

450,000

150,000

0

※	当社は2021年3月12日付で東証二部へ上場しております。
	 2021年3月の各数値に関しまして、3月12日以降は東証二部における実績にて算出し
ております。
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本株主通信は、環境保全のため 
「植物油インキ」で印刷しています。

事業年度 毎年4月1日から翌年3月31日まで

定時株主総会 毎年6月

基準日　期末配当
　　　　中間配当

毎年3月31日
毎年9月30日

定時株主総会基準日 毎年3月31日

株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号
三井住友信託銀行株式会社

郵便物送付先 〒168-0063
東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
電話　0120-782-031（フリーダイヤル）
取次事務は三井住友信託銀行株式会社の本店及び全国各支店で行っております。

●	住所変更、単元未満株式の買取等のお申出先について
	 株主様の口座のある証券会社にお申出ください。なお、証券会社に口座がないため特別口座を開設されました株主様は、特別口
座の口座管理機関である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

●	未払配当金の支払について
	 	株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社にお申出ください。

株主メモ

決算情報をはじめとするIR情報から技術の紹介など様々な会社情報を随時
更新・掲載しております。ぜひ、当社ホームページをご覧ください。

https://www.marujun.co.jp/

ホームページ
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